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１．研究計画の概要 
 本研究は、先端的な博物館研究をもとに、
博物館の展示手法、ならびに、展示解説シス
テムのあり方を研究するとともに、実際にコ
ンテンツ開発を行うものである。 
 
（１）展示における学びの過程（making of 
meaning）の調査 
 博物館学者 Falk,John H.氏が論じる博物
館の学びの構造をもとに、博物館で来館者が
実際に体験する事柄を詳しく分析し、博物館
で「市民が何を得ているか」を明らかにする。
その結果から、新しい博物館展示システムを
提案する。 
 
（２）展示解説システムの開発 
 名古屋市科学館の来館者調査や市民アン
ケートの分析をふまえ、博物館体験を整理し
それをもとに「思い出」ベースのバーチャル
ミュージアムを開発する。さらには、研究者
の参画が展示解説には有効であるとの分析
から、専門家と資料の融合した展示解説シス
テムを金城学院大学の里山を舞台に開発す
る。 
 
２．研究の進捗状況 
（１）展示における学びの過程（making of 
meaning）の調査 
 2008〜2009 年にかけて博物館体験の文献
調査、ならびに、来館者アンケート調査など
を実施した。その結果、博物館体験とは、科
学館が提示する知識に基づくものだけではな
く、個人的コンテクストや社会的コンテクス
トが大きく博物館体験に影響を与えることが
明らかになった。その視点に基づき、2010 年

度は名古屋市科学館にて大規模な来館者調査
を実施した。そこで収集したアンケート結果
を「思い出」と名付け、「市民が博物館で得た
もの」の分析を行った。 
 
（２）展示解説システムの開発 
 （１）の調査結果をふまえ、新しい展示シ
ステムの提案を行うものである。実際に２つ
のコンテンツ開発を行っている。2010 年度ま
でにプロトタイプを完成させ（一部実証実験
段階）、2011 年度に本格稼働させる。 
 
①「思い出」をベースにしたバーチャルミュ
ージアム（名古屋市科学館） 
 市民のアンケート調査によって得た思い出
を「学ぶ」「楽しむ」「安らぐ」など８つの動
詞にグルーピングした。そして、各々の思い
出を提示し、博物館内を閲覧できるシステム
開発を行う。「デジタルタイムカプセル」と名
付けた本システムでは、博物館で市民が実際
に体験する様々な「体験」を表示させること
により、展示物の知識と個人的コンテクスト
等を融合させた新しい展示の見せ方を提案す
る。 
 
②携帯端末を活用した解説システム（金城学
院大学里山） 
 「専門家の知識との融合」「ストーリー性」
の視点を取り入れた解説システムを、金城学
院大学の里山を舞台に提案するものである。
（１）で明らかにした「個人的コンテクスト」
の視点を解説システムに応用し、様々な利用
者に対応できる解説システムへと発展させ、
新しいガイドシステムを提案する。 
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３．現在までの達成度 
②おおむね順調に進展している。 
 2009 年度までに博物館体験調査ならびに
一般市民アンケートおよび分析をふまえ、新
しい展示システムのあり方を整理すること
ができた。また、2010 年度にはこれらの分
析結果をふまえ、システムのプロトタイプを
完成させ、名古屋市科学館の１展示物として、
また、金城学院大学のキャンパスツアーにお
ける携帯観察ガイドシステムとして、コンテ
ンツの一部が稼働している。2011 年度には更
にユーザビリティ調査などを重ね、より使い
やすいコンテンツを提案していきたいと考
える。 
 
４．今後の研究の推進方策 
 本研究の軸となる「博物館体験」で重視す
る「個人的コンテクスト」をシステムに反映
させる手法にさらなる工夫が施せると考え
る。「個人的コンテクスト」は、諸個人によ
り得られる体験が異なる。そのため、より来
館者がもつコンテクストにあわせて提示す
るコンテンツを変更したり、来館者の各コン
テンツをアーカイブしていきそれを反映さ
せる展示物のあり方も今後提案していきた
いと考える。 
 
５. 代表的な研究成果 
（研究代表者、研究分担者及び連携研究者に
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